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　埼玉県北部に位置する深谷市は、北部は利根川水系の低地で、南部は秩父山地か

ら流れ出た荒川が扇状台地を形成する平坦な地形となっています。

　こうした豊かな自然環境のもと、古代人の暮らした足跡が埋蔵文化財として今な

お多く眠っています。なかでも、縄文時代草創期の土器を出土した西谷遺跡をはじ

めとして、再葬墓で著名な上敷免遺跡、県内有数の大規模な鹿島古墳群、幡羅郡家

跡と想定される幡羅遺跡や国指定重要文化財「緑釉手付瓶」を検出した西浦北遺跡

など、重要な遺跡が多数存在します。

　深谷市では、こうした貴重な遺跡群を保護するために鋭意努力してまいりました

が、やむなく破壊を免れ得ない場合には、記録保存のための発掘調査を実施してま

いりました。

　本報告書は、平成元年及び19年・21年度に国庫補助事業として、個人住宅建築に

先立ち実施した発掘調査及び遺跡の内容を把握するための確認調査の成果をまとめ

たものです。各地点ともに狭小な範囲の調査でしたが、古墳時代から室町時代に至

る様々な遺構・遺物が検出され、地域史を解明する上で貴重な資料を得ることがで

きました。

　本書が学術・研究関係はもとより、文化財保護に対する啓蒙・普及を図る資料と

して広く活用いただければ幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書作成まで、多大なるご理解とご協力を

賜りました関係各位・諸機関に心より御礼申し上げます。

　平成23年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深谷市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　小栁光春　

序
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例　　言

１．本書は、平成元年度及び19年度・21年度国庫補助事業として実施した埋蔵文化財発掘調査の成

果をまとめたものである。

２．発掘調査の期間及び調査担当者は、下記の通りである。

　　　茶臼山Ⅱ遺跡　　　　　　平成元年11月７日 ～ 平成元年12月８日　鳥羽政之

　　　愛宕山古墳確認調査　　　平成22年３月15日 ～ 平成22年３月26日　宮本直樹

　　　熊野遺跡164次　　　　　　平成22年３月23日 ～ 平成22年３月31日　宮本直樹

　　　中小宮遺跡　　　　　　　平成21年７月30日 ～ 平成21年８月10日　宮本直樹

　　　庁鼻和城跡５次　　　　　平成19年４月26日 ～ 平成19年５月10日　幾島　審

３．整理・報告書刊行事業は、平成22年度国庫補助事業として実施した。

４．出土品の整理及び図版作成は、宮本直樹・幾島審・竹野谷俊夫が行った。

５．本書の執筆は、第３章１，３，４項を竹野谷俊夫、第３章５項を幾島審、それ以外を宮本直樹

が担当した。

６．本書に掲載した資料は、深谷市教育委員会が保管している。

１．発掘調査位置図は岡部都市計画図（１/ 2,500及び１/ 10,000）及び深谷市全図（1/10,000）を、

遺跡分布図は国土地理院発行『本庄』（１/ 25,000）を使用した。

２．遺構実測図は、現場では基本的に１/ 20、カマド実測図を１/ 10とし、本書掲載の段階で

１/ 60及び１/ 30とした。遺物については、基本的に１/３で掲載した。

３．遺物観察表の数値に（　）のあるものは推定値、《　》のあるものは残存値を示す。

凡　　例
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Ⅰ　発掘調査に至るまでの経緯

１．発掘調査の経緯

　埼玉県北部に位置する深谷市は、埋蔵文化財の宝庫

として古くから知られてきた。なかでも、縄文時代草

創期の土器を出土した西谷遺跡を筆頭に、弥生土器を

出土した上敷免遺跡、鹿島古墳群・黒田古墳群、郡衙

正倉跡と想定される中宿遺跡、など、各時代を通して

著名な遺跡が多い。さらに畠山重忠をはじめ多くの武

蔵武士たちが活躍した地域でもある。

　本報告の５件の発掘調査は、平成元年度及び平成

19・21年度国庫補助事業として実施したものである。

各調査ともに事業主や土地所有者の協力の下、必要最

小限の措置を講じたものである。

　以下、発掘調査に至るまでの経緯を記す。

　茶臼山１号墳

　茶臼山１号墳（県登録番号No63-027）は、山崎山東

側を北流する藤治川右岸に位置する。本古墳から東へ

75ｍの場所には茶臼山２号墳があり、明治35年の墳丘

削平時に人物埴輪等が出土している。

　個人住宅建築に伴う建築確認申請に先立ち、埋蔵文

化財の所在についての照会文書が、伊藤均氏（以下、

事業主と記す）から岡部町教育委員会（当時、以下「町

教委」と記す）宛に提出された。町教委は、埋蔵文化

財包蔵地図により開発予定地が茶臼山古墳に接するこ

と、遺跡の詳細な内容を把握するための確認調査が必

要である旨を書面にて回答した。事業主から確認調査

依頼書が提出されたのを受け、確認調査を実施し、古

墳の周溝を確認した。その後、町教委と事業主と協議

を行ったが、工事内容の変更ができず、遺跡の破壊が

避けられないことから、記録保存のための発掘調査を

実施することで双方が承諾した。

　開発に先立ち事業主から文化財保護法93条第１項に

基づく埋蔵文化財発掘届が、埼玉県教育委員会教育長

宛に提出された。これを受けて、町教委では、文化財

保護法99条に基づく埋蔵文化財発掘調査の通知を平成

元年７月29日に提出した。

　前原愛宕山古墳確認調査

　市指定史跡である前原愛宕山古墳は、墳頂部に普済

寺地区の鎮守である愛宕山神社が建つ。この神社の改

築の計画が地元で立ち上がり、神社総代並びに普済寺

自治会長から深谷市教育委員会に協議の申し入れが

あった。建築の日時や詳細は決まっていないが、現在

と同規模の社殿を計画しているという。

　同古墳については、昭和48年に本庄高等学校考古学

部が墳丘の実測と簡易なボーリング調査を実施したの

みであり、埋葬施設等不明な部分が多い。このため、

市教委は、今回の計画に先立ち、予備情報を得るため

にレーダー探査を実施することと、墳丘に接する２か

所の畑地を借受けて周溝の確認調査を実施することと

した。

　そこで、レーダー探査を実施するための各種事務手

続きを進めながら、地権者の同意を得ることができた

ので、２つの調査を実施することとした。

　

　熊野遺跡164次調査

　個人住宅建築に伴う建築確認申請に先立ち、平成22

年１月31日付けで埋蔵文化財の所在についての照会文

書が、森偉文樹氏から市教委宛に提出された。これを

受けて市教委は、埋蔵文化財包蔵地図により開発予定

地が熊野遺跡内であること、遺跡の詳細な内容を把握

するための確認調査が必要である旨を２月16日に書面

にて回答した。３月２日付けで確認調査依頼書が提出

されたのを受け、３月15日に確認調査を実施し、竪穴

住居跡１軒の存在を確認した。その後、市教委と事業

主と協議を行ったが、工事内容の変更ができず、遺跡

の破壊が避けられないことから、記録保存のための発

掘調査を実施することで双方が承諾した。

　開発に先立ち事業主から文化財保護法93条第１項に

基づく埋蔵文化財発掘届が、平成22年３月２日付けで、

埼玉県教育委員会教育長宛に提出された。これを受け

て、市教委では、文化財保護法99条に基づく埋蔵文化

財発掘調査の通知を同年３月19日に提出した。
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　中小宮遺跡１次調査

　中小宮遺跡（県登録番号No63-044）は、JR岡部駅の

南西約1.2kmに位置し、針ヶ谷掘の左岸に立地する。

周囲は畑地や水田が広がる田園地域で、民家が点在し

ている。

　これまでは発掘調査の実績はなく、遺跡の詳細は不

明であった。

　個人住宅建築に伴う建築確認申請に先立ち、平成21

年５月15日付けで、埋蔵文化財の所在についての照会

文書が、岩田勉・由江氏（以下、事業主と記す）から

深谷市教育委員会（以下「市教委」と記す）宛に提出

された。市教委は、埋蔵文化財包蔵地図により開発予

定地が中小宮遺跡内であること、遺跡の詳細な内容を

把握するための確認調査が必要である旨を５月20日に

書面にて回答した。６月８日付けで確認調査依頼書が

提出されたのを受け、６月15日に確認調査を実施し、

土坑等の遺構の存在を確認した。その後、市教委と事

業主と協議を行ったが、工事内容の変更ができず、遺

跡の破壊が避けられないことから、記録保存のための

発掘調査を実施することで双方が承諾した。

　開発に先立ち事業主から文化財保護法93条第１項に

基づく埋蔵文化財発掘届が、平成21年６月12日付けで、

埼玉県教育委員会教育長宛に提出された。これを受け

て、市教委では、文化財保護法99条に基づく埋蔵文化

財発掘調査の通知を同年７月29日に提出した。

　庁鼻和城跡５次調査

　平成19年３月、庁鼻和城跡内の深谷市国済寺字西曲

輪605－３で個人専用住宅建設工事の実施が明らかに

なった。深谷市教育委員会は施主である安野俊世氏と

の協議を経て、平成19年３月30日に当該地の確認調査

を実施した。調査の結果、土坑２基が発見された。申

請時の計画では発掘の必要はなかったが、確認調査後

に計画変更がなされ、埋蔵文化財を保護することがで

きないことが明らかになったため、発掘調査の実施に

ついて安野氏と協議を行ない、工事予定地内の一部に

ついて市教育委員会が主体となって発掘調査を実施す

ることで合意した。

　

　市教育委員会は直ちに文化財保護法第99条２の規定

に基づき、埋蔵文化財発掘調査通知（平成19年４月23

日付深教生発第97号）を提出し、準備に入った。

　なお、埼玉県教育委員会教育長から、平成19年５月

７日付教文第３－63号で指示通知を受けた。

２．整理・報告書刊行の組織

　　教 育 長　　小栁　光春

　　教育次長　　塚原　寛治

　　次　　長　　澤出　晃越

　　課　　長　　小林　　毅

　　課長補佐　　吉羽　厚仁

　　係　　長　　村松　　篤

　　主　　査　　宮本　直樹

　　　　〃　　　知久　裕昭

　　主　　任　　荻野　直美

　　主　　事　　幾島　　審

　　　　〃　　　飯島　峻輔

　　臨時職員　　竹野谷俊夫

　　　〃　   　伊藤万里子

　　　〃　 　　北本ゆかり

　　　〃　 　　佐藤　由江

　　  〃 　  　布施みゆき

　　  〃　 　　松井紀代子
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第１図　茶臼山Ⅱ遺跡調査位置図

第２図　愛宕山古墳位置図
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第４図　中小宮遺跡調査位置図

第３図　熊野遺跡164次調査位置図

0 100ｍ

0 100ｍ



― 5 ―

Ⅱ　遺跡の地理・歴史的環境
る。中期では、水窪遺跡で勝坂式期～加曽利Ｅ１式期、

菅原遺跡で加曽利Ｅ３式期の環状集落が発掘調査され

ている。後期では、上宿遺跡で敷石住居跡が検出され

ている。晩期では、原ケ谷遺跡の発掘調査で、安行Ⅲ

ａ式期の良好な資料が出土している。

　弥生時代では、四十坂遺跡より縄文晩期～弥生初期

の土器群が出土し、弥生初期のまとまった資料として

早くから注目されてきた。平成２年の発掘調査では、

再葬墓や土坑墓群が検出され、弥生時代の開始を窺わ

せる資料として重要である。

　古墳時代に至ると、遺跡数は急増し、重要な遺構も

多数確認されている。

　四十坂遺跡からは、五領～和泉期に至る方形周溝墓

群が検出され、この段階から後期群集墳まで連綿と墳

墓が営まれていたことが知られる。中でも四十塚古墳

は、横矧板鋲留短甲・五鈴鏡板付轡などを出土し、こ

れらの遺物から５世紀後半の当地域の首長墓と捉えら

れている。

　その後、６世紀代には、やはり首長墓と想定される

寅稲荷塚古墳（前方後円墳）が四十塚古墳群内に出現

する。これ以降、首長墓は、お手長山古墳（帆立貝式

古墳）・内出八幡塚古墳（円墳）・前原愛宕山古墳（方

墳）と順次南東方向へ移動しながら単独で築造された

ことが認められる。

　原ケ谷戸遺跡は、方形周溝墓６基、円形周溝墓１基、

円墳21基、帆立貝式古墳１基が検出されている。四十

坂遺跡と針ヶ谷排水路の両岸に立地し、両古墳群の変

遷過程のあり方が共通することが注目される。

　熊野遺跡の東に接する白山古墳群では、６世紀代の

古墳跡24基（円墳23、帆立貝式古墳１）が調査された。

弾琴埴輪や壺を捧げ持つ巫女の埴輪など６体の人物埴

輪が、ほぼ完全な形で出土した。

　この他に、菅原古墳群・前原古墳群・上原古墳群な

どが台地上に展開する古墳群であり、西山古墳群・千

光寺古墳群・諏訪山古墳群などが丘陵上に立地する古

墳群である。

　なお、櫛引台地北部における古墳時代の集落は、現

在のところ中宿遺跡や上宿遺跡など数か所が確認され

ているに過ぎない。この時代の集落は、妻沼低地に立

１．地理的環境

　埼玉県の北部に位置する深谷市は、北は利根川を挟

んで群馬県と接する。南部には荒川が東流し、両河川

が最も近接する地域である。

　深谷市の南半部は櫛引台地、北半部は妻沼低地であ

り、地形的に二分できる。櫛引台地は、荒川によって

形成された荒川扇状地が浸食されてできた洪積台地で

ある。寄居付近を頂点として、西側の櫛引面と東側の

一段低い寄居面、両者に挟まれるように御稜威ケ原面

からなる。この間を唐沢川や藤治川が北流する。また、

台地上には、観音山（標高77ｍ）、仙元山（標高98ｍ）、

山崎山（標高117ｍ）などの独立丘陵が存在する。台

地の北端は崖線を形成し、比高差５～ 10ｍで妻沼低

地と接する。

　妻沼低地は、利根川の作用で形成された沖積低地で

ある。さらに、利根川をはじめ小山川・福川などによっ

て、自然堤防や後背湿地が形成されたと推定されてい

る。

　熊野遺跡は、櫛引台地北部の深谷市岡字熊野他に所

在する。JR高崎線岡部駅の北西に位置し、東西1300ｍ、

南北1,000ｍの範囲に及ぶ大規模な遺跡である。かつ

ては、駅から少し離れると住宅も少なく、畑地が広がっ

ていたが、近年は区画整理事業等により、市街化が急

激に進んでいる。

　

２．歴史的環境

　熊野遺跡の立地する櫛引台地北部は、早くから開発

が進み、これらに伴う発掘調査が多く実施されてきた。

調査の結果、縄文時代～中世に至る様々な遺構・遺物

が検出されている。

　縄文時代では、西谷遺跡から爪形文系・多縄文系土

器などが検出され、草創期の土器として研究上重要な

ものである。早期では、撚糸文系土器が西谷遺跡、沈

線文系土器が中原・西谷遺跡、条痕文形土器が西龍ケ

谷・西谷・茶臼山遺跡から発見されている。前期では

宮西遺跡で関山式期、四十坂遺跡で黒浜式期、沖田・

東光寺裏遺跡で諸磯Ｂ式期の集落跡が検出されてい
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地する砂田前遺跡・岡部条里遺跡や本庄台地上の六反

田遺跡・大寄遺跡・宮西遺跡などがあり、櫛引台地以

外に分布の中心が認められる。

　また、該期の遺跡として、狢山祭祀遺跡が挙げられ

る。畑の開墾中に偶然土製模造品が発見された。計３

回の開墾で形が判明したものだけでも100点を超える

模造品を主に数点の土師器が出土した。遺跡が古代榛

沢郡と児玉郡・那珂郡の郡界に存在する山崎山丘陵の

斜面に位置することから、坂の神を祭った遺跡であっ

たことが推定されている。

　奈良～平安時代になると、様相は一変する。それま

で墓域として利用されてきた熊野遺跡内に、突如集落

が営まれる。これまでに166次に及ぶ調査が実施され、

720軒を超える竪穴住居跡、160棟の掘立柱建物跡をは

じめ、道路状遺構・大溝・石組井戸・連房式鍛冶工房

など特殊な遺構が多数検出された。また、和銅開寶・

蹄脚硯・円面硯・帯金具・唐三彩陶枕・刻字紡錘車・

陶製仏殿・置きカマドなど他の集落では見られない貴

重な遺物も多数出土している。

　なお、集落の開始時期は、131次調査の１・２号竪

穴住居跡から出土した畿内産土師器の年代観から、７

世紀第３四半期と考えられている。さらに、１次調査

において検出された７間×３間をはじめとする大型建

物の存在から、該期の熊野遺跡は初期評家と想定され

ている。

　また、櫛引台地縁辺部に位置する中宿遺跡からは、

５次にわたる調査の結果、大規模な総柱式建物跡20棟

が規則的に配置された状態で検出された。榛沢郡衙に

伴う正倉跡と推定され、７世紀後半の成立であること

から熊野遺跡との関連が想定される。また、中宿遺跡

が立地する台地直下から、「滝下大溝」が検出された。

その北東で条里遺構が確認されたことから、灌漑と運

河の機能を併せ持っていた大溝であったことが想定さ

れる。

　さらに、熊野遺跡の北東に位置する岡遺跡は、８世

紀第２四半期と考えられる蓮華文軒丸瓦などが古くか

ら多量に表採され、廃寺跡と推測されてきた。平成13

年度に町教委が実施した確認調査により、版築された

基壇状遺構が検出された。近接する住居跡からは、「榛」

の刻字瓦や「寺」と墨書された土師器坏なども出土し、

寺院跡である可能性がほぼ確実となった。

　なお、この岡廃寺の北側、中宿遺跡の東側にもあた

る台地末端上に、島護産泰神社が鎮座する。北側は崖

線であり、現在でも湧水が認められる。創建時期は不

明であるが、これらの状況から、古代に遡る可能性を

指摘しておきたい。

　このように、奈良～平安時代の櫛引台地北部は、中

宿遺跡・熊野遺跡を中心として、その周辺に集落や寺

院が展開していた状況が窺われる。

　古代から中世にかけては、猪俣党の岡部六弥太忠澄

や丹党の榛沢六郎成清の活躍が『平家物語』などから

知られる。

　14世紀中ごろ、北関東の新田氏の勢力を抑え、さら

に関東から越後に至る通路確保のために関東管領上杉

憲顕の命により六男憲英が庁鼻和城を築いたのが、深

谷上杉氏の始まりであるといわれる。深谷城は、古河

公方の勢力に備えるために、深谷上杉氏が康正２年

（1456）に築城した説が有力であるという。当年９月

17日には利根川沿いの岡部原（現在の深谷市岡部周辺）

で古河軍と上杉軍が衝突している。この他に、岡部六

弥太館跡からは、方形に廻る堀跡や井戸、土坑墓など

が検出された。同様な堀跡は、熊野遺跡と白山遺跡か

らも検出され、館跡に付属するものと推定されている。

西龍ヶ谷遺跡では、軸を揃えて並んだ６棟の掘立柱建

物群が確認された。
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Ⅲ　発見された遺構と遺物

１．茶臼山Ⅱ遺跡調査

①　発掘調査の経過

　茶臼山古墳１号墳の調査地点は、深谷市山河103番

地３である。

　明治35年（1902）に東京大学人類学教室の坪井小五

郎・八木奘三郎・和田千吉・原田正彦・水谷乙次郎ら

が現地調査をもとに作成した「山河村附近古墳略図」

によれば、茶臼山附近には当時16基の古墳が存在した。

また、「上稲荷塚」と呼ばれる古墳は周囲約74ｍの規

模であること、「下稲荷塚」から人物埴輪・馬形埴輪・

家形埴輪などが出土したこと、各古墳の主体部につい

ては横穴式石室と石室をもたないものがあること、な

どが記されている。「下稲荷塚」は、先の略図による

位置関係から現在茶臼山２号墳と呼ぶ古墳であると想

定される。

　また、今回の調査地点の南に位置する岡部中央グラ

ンド建設に先立ち確認調査を実施し、竪穴住居跡１軒

と溝などが確認されている。

　今回報告する発掘調査は、平成元年11月７日から同

年12月８日にかけて実施した。発掘調査面積は、約

500m2である。

　発掘調査は、まずバックホーによる表土除去から

行った。遺構確認面は、表土から30cmほど掘り下げた

ソフトローム面とした。

　表土除去後、遺構確認作業を行い、古墳跡１基と溝

１条を確認した。

　遺構確認状況の写真撮影の後、古墳跡周溝から掘り

下げを開始した。その後、溝跡も掘下げていった。

　土層断面図の作成は、遺構掘り下げと並行して実施

し、その後に平面図を作成した。土層断面図・平面図

ともに1/ 20の縮尺で実測した。

　全ての掘り下げ・図化作業が終了した後、全景写真

を撮影した。これにより、発掘調査の全工程が終了し、

機材等の撤収を行った。

②　遺構と遺物

１号墳

　調査区から茶臼山１号墳の周溝の一部を検出した。

検出した部分は古墳全体の10％程度で、周溝の規模は

幅5.8 ～ 8.2ｍ、確認面からの深さ約0.95ｍを測る。

断面形は緩やかな皿状で、底面に至り若干落込む部分

がある。また、この古墳の東方約75ｍには径約30ｍ、

高さ１ｍの茶臼山２号墳が現存する。

　出土遺物は円筒埴輪、人物埴輪、馬形埴輪、家形埴

輪の破片が出土している。人物埴輪２、４は手と鼻の

破片で、６は美豆良の破片か。馬形埴輪１は馬の尻部

である。家形埴輪３は家形下部の破片か。５は堅魚木

の破片と思われる。円筒埴輪は外面調整が縦ハケを基

本として、内面は斜めハケ、指ナデ、横ハケ調整を施

している。突帯の断面形は三角形、不整台形、Ｍ字形

がある。33、40は円筒埴輪の基部の破片である。突帯

の断面は三角形で、下端に近い位置に突帯が廻る。そ

の他に土師器鉢が出土しているが時期が降るため、後

世の混入であろう。

１号溝跡

　１号溝跡は調査区の東側を南北に走行する。検出し

た部分は約16.8ｍで、幅は北端で2.1ｍ、南端で約3.2

ｍを測る。断面形は緩やかな皿状で、確認面からの深

さは約20cmで浅い。

　出土遺物は須恵器高台埦、甕、鉄滓（第13図４、５、

10）が出土している。混入の可能性があり溝に伴うも

のか疑問があるが、９世紀後半ないしそれ以降の溝と

考えられる。

出土遺物

　第13図（１～３、７～９）は調査区から出土した表

採遺物である。１、２は須恵器坏、３は高台埦である。

１は片岩粒を含む粗い土で、末野産。２は白色針状物

を含む南比企産で、窯内焼成時に重ね焼きした２個体

の坏が融着したものである。３、７は土師質の高台埦

で、７は内面に黒色処理を施している。８は長石釉を

施した浅碗、９は内外面に鉄釉を施した天目茶碗の破

片で、瀬戸･美濃産と思われる。

茶臼山Ⅱ遺跡
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茶臼山Ⅱ遺跡
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第６図　茶臼山Ⅱ遺跡調査全測図

第　図　熊野遺跡146次調査２号住居カマド跡実測図
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茶臼山Ⅱ遺跡
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第７図　１号墳遺物出土状況図

遺構

遺物
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茶臼山Ⅱ遺跡
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第８図　１号墳断面実測図
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茶臼山Ⅱ遺跡
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第９図　１号溝跡実測図
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茶臼山Ⅱ遺跡
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第10図　出土埴輪実測図(1)
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茶臼山Ⅱ遺跡
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第11図　出土埴輪実測図(2)

０ 10cm
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茶臼山Ⅱ遺跡
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第12図　出土埴輪実測図(3)

０ 10cm
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茶臼山Ⅱ遺跡

出土埴輪観察表

番号 種別 色調 焼成 胎土 外面調整 内面調整 備  考

1 形象･馬形 橙褐色 良好 石英、チャート、角閃石、砂粒 ハケメ14本/2cm ハケメ 10本/2cm 周溝図示、馬形埴輪の尻尾部破片

2 形象･人物 橙褐色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 指ナデ 周溝図示、人物の腕

3 形象･家形 明橙褐色 普通 石英、長石、角閃石 ヨコハケ 10本/2cm 指ナデ 一括、家形下部の破片

4 形象･人物 橙褐色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 ナデ 一括、人物の鼻部

5 形象･家形 橙色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 ナデ 一括、堅魚木の破片

6 形象 明橙色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 ナデ 一括、人物埴輪の破片か？

7 形象 明橙色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 タテハケ8本/2cm ナナメハケ 一括、突帯コの字形

8 形象 明茶褐色 普通 石英、長石、角閃石、砂粒 タテハケ13本/2cm 指ナデ 一括、突帯･不整台形

9 形象 灰橙褐色 やや悪
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ16本/2cm＋
指ナデ

ヘラナデ＋指ナデ 一括、家形下部の破片か？

10 形象 灰赤褐色 良好 石英、長石、角閃石、砂粒 ハケメ＋ナデ ナデ 一括、家型下部の破片か？

11 形象 灰橙褐色 普通 石英、長石、角閃石、粗砂粒 ハケメ＋ナデ ナデ 一括、人物の帯部か？

12 形象 灰橙色 普通 石英、長石、角閃石、パミス ハケメ＋ナデ 一括、靭の破片か？

13 形象 灰橙色 普通 石英、長石、角閃石、パミス タテハケ8本/2cm ナナメハケ9本/2cm 一括、突帯･三角状

14 形象 灰橙褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ14本/2cm ナナメハケ14本/2cm 一括、透かし孔

15 形象 灰黄褐色 やや悪
石英、長石、角閃石、パミス、
細礫

タテハケ14本/2cm タテハケ14本/2cm＋ナデ 一括

16 円筒 灰橙褐色 普通 石英、角閃石、チャート、砂粒 タテハケ10本/2cm ヨコハケ10本/2cm＋ナデ 一括

17 円筒 灰橙褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ7本/2cm ナナメハケ7本/2cm 一括

18 円筒 灰橙褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ9本/2cm ヨコハケ10本/2cm 一括

19 円筒 灰橙褐色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 タテハケ5本/2cm ナデ 一括

20 円筒 灰橙褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ8本/2cm ナデ 一括

21 円筒 明赤褐色 普通 石英、長石、角閃石、パミス タテハケ9本/2cm ナナメハケ8本/2cm 一括

22 円筒 橙褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

ナデ タテハケ＋ナデ 一括、突帯･不整台形

23 円筒 赤茶褐色 普通 石英、角閃石、パミス、チャート タテハケ8本/2cm ナナメハケ7本/2cm 一括

24 円筒 橙褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ 指ナデ 一括、突帯･不整台形

25 円筒 赤褐色 良好
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ9本/2cm ナナメハケ＋ナデ 一括

26 円筒
暗灰赤褐

色
普通

石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ7本/2cm ナデ 一括、突帯･Ｍ字形

27 円筒 灰橙色 良好
石英、長石、角閃石、パミス、
細礫

タテハケ8本/2cm ヨコハケ8本/2cm 周溝、突帯･不整台形

28 円筒 灰赤褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ12本/2cm 指ナデ 一括、突帯･台形

29 円筒 暗橙色 良好
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ6本/2cm ナナメハケ10本/2cm＋ナデ 周溝図示

30 円筒 黄褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
細礫

タテハケ8本/2cm ハケメ＋ナデ 一括、小形の透かし孔、

31 円筒 灰赤褐色 普通 石英、角閃石、チャート、パミス タテハケ8本/2cm ハケメ＋ナデ 一括

32 円筒 灰橙色 普通 石英、長石、チャート、パミス タテハケ8本/2cm ナナメハケ＋ナデ 周溝図示、突帯･扁平台形

33 円筒 灰橙褐色 普通 石英、長石、角閃石、粗砂粒 タテハケ7本/2cm ヨコハケ＋ナデ 周溝図示、突帯･三角形

34 形象？ 明赤褐色 普通 石英、角閃石、パミス ナナメハケ11本/2cm ナナメハケ10本/2cm＋ナデ 周溝図示

35 形象？ 淡赤褐色 普通 石英、長石、パミス、砂粒 タテハケ7本/2cm ナナメハケ11本/2cm 周溝図示、突帯･Ｍ字形

36 形象？ 淡赤褐色 普通
石英、長石、パミス、角閃石安
山岩

タテハケ10本/2cm 指ナデ 一括、突帯･不整Ｍ字形

37 円筒 淡赤褐色 普通 石英、長石、角閃石、パミス タテハケ8本/2cm ナナメハケ5本/2cm 一括、突帯･不整三角形

38 円筒 淡赤褐色 普通 石英、長石、角閃石、砂粒 タテハケ8本/2cm ナナメハケ5本/2cm 周溝図示、不整台形

39 形象？ 赤褐色 普通
石英、長石、角閃石、パミス、
砂粒

タテハケ10本/2cm ナナメハケ10本/2cm＋ナデ 周溝図示

40 円筒 橙褐色 普通 石英、長石、角閃石、細礫 タテハケ7本/2cm ナナメハケ9本/2cm 一括、突帯三角形

41 円筒 橙褐色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 タテハケ12本/2cm タテ･ナナメハケ12本/2cm 周溝図示
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茶臼山Ⅱ遺跡

出土遺物観察表

番号 器　種 口径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎  土 残存率 備　　考

1 須恵･坏 （12.8） 4.0 （5.5） 灰色 普通 石英、長石、片岩 図示15％ 一括、末野

2 須恵･坏 （11.9） （3.8） 5.6 明灰色 良好･堅緻 針状物、黒色粒（精良） 図示55％ 一括、重ね焼き融着、南比企

3 土師質･高台埦 － 《2.5》 （8.0） 淡灰褐色 不良 褐色粒、微砂粒 図示25％ 一括、磨滅あり

4 須恵･高台埦 － 《1.7》 （5.9） 淡黄灰色 やや悪 黒色粒、微砂粒 図示23％ １号溝、磨滅あり

5 須恵･甕 － － － 灰色 良好 石英、長石、片岩、雲母 破片 １号溝、末野

6 土師･鉢 （8.7） 《6.5》 － 茶褐色 普通 石英、角閃石、パミス 図示30％ 周溝

7 土師質･高台埦 （14.9） 《3.3》 － 橙褐･漆黒色 普通 石英、砂粒 図示10％ 一括、内面黒色処理

8 浅碗 － 《1.6》 （5.0） 乳白色 良好 石英、長石 図示25％ 一括、長石釉、瀬戸･美濃

9 天目茶碗 － 《2.9》 － 黒褐色 良好 精良 破片 一括、鉄釉、瀬戸･美濃

10 鉄滓 長さ6.6cm、幅4.1cm、厚さ1.5cm、重さ32.3g、磁着度･弱、表面発泡、１号溝

1 2
3

4

6

7

8

9
10

０ 10cm

第13図　出土遺物実測図

5
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２．前原愛宕山古墳確認調査

①　確認調査の経過

　前原愛宕山古墳の調査地点は、深谷市普済寺字前原

1,536番地他である。

　周囲では、個人住宅建築に先立ち確認調査が実施さ

れているが、これまでのところ遺構は確認されていな

い。調査区中央での標高は、57ｍを測る。

　確認調査は、平成22年３月15日から同年３月26日に

かけて実施した。発掘調査面積は、約1,300m2である。

　確認調査は、まず２か所の畑に計４本のトレンチを

設定し、バックホーによる表土除去から行った。遺構

確認面は、表土から30cmほど掘り下げたソフトローム

面とした。

　表土除去後、遺構確認作業を行った。

　遺構確認状況の写真撮影の後、土層断面図・平面図

を作成した。

　図化作業が終了した後、全景写真を撮影した。　

　これにより、発掘調査の全工程が終了し、機材等の

撤収を行った。

②　遺構と遺物

　古墳北部で実施したＡトレンチ及びＢトレンチにお

いて極わずかな窪みが確認できたが、周溝といえるも

のではなかった。他のＣトレンチ・Ｄトレンチでは、

遺構は検出されなかった。

　遺物は、Ｂ・Ｃ・Ｄトレンチから瓦、鉢、焙烙、碁

石などが出土した。時期は、近世以降と思われる。

③　まとめ

　今回の調査では、明確な遺構は確認できなかった。

しかしながら、確認面まで深さが30cmと浅く、耕作に

より旧表土が確認できなかったことから、古墳築造時

における周溝の存在を否定するものではないと考える。

前原愛宕山古墳
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前原愛宕山古墳
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第14図　前原愛宕山古墳確認調査全測図
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前原愛宕山古墳

０ ６m

０ １m

Ａトレンチ土層説明     
1　暗茶褐色土　白色パミス微量、しまり弱い、粘性なし。 
2　黒褐色土　  白色パミス少量、礫微量、しまりややあり。      
3　茶褐色土　　ローム粒、礫少量、しまり弱い。      
4　黒褐色土　　ローム粒、白色粒微量含む。      
5　茶褐色土　　ローム粒少量。      
6　暗茶褐色土　ローム粒多量、ロームブロック少量。      
7　黒褐色土　　ローム粒少量、ロームブロック微量。しまりややあり。      
8　暗茶褐色土　ローム粒少量、ロームブロック微量。      

Ａ

Ａ

Ａ’

Ａ’

12
3

4
7
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57.00m

4

8

第15図　Ａトレンチ実測図
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前原愛宕山古墳
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第16図　トレンチ出土遺物実測図(1)
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前原愛宕山古墳

０ 10cm

第17図　トレンチ出土遺物実測図(2)
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熊野遺跡

３．熊野遺跡第164次調査

① 発掘調査の経過

　熊野遺跡第164次調査地点は、深谷市岡字中通り279

番地17（岡中央区画整理事業地内32街区４画地）であ

る。標高は、調査区中央で約55.8ｍを測る。

　発掘調査は、平成22年３月23日～同年３月31日にか

けて実施された。発掘調査面積は、約70m2である。

　発掘調査は、まずバックホーによる表土除去から始

めた。遺構確認面は、表土から約60cm掘り下げたソフ

トローム面とした。表土除去後、遺構確認作業を行った。

　遺構確認状況の写真撮影の後、遺構の掘り下げを開

始した。

② 遺構と遺物

１号竪穴住居跡（第19図）

　平面形態は長方形で、規模は長軸4.3ｍ、短軸3.7ｍ、

確認面からの深さは0.5ｍを測る。主軸方位はＮ－25°

－Ｅを示す。床面はほぼ平坦で良くしまっていた。カ

マド右脇には浅い土坑状の掘り込みがある。壁溝はカ

マド脇からほぼ全周する。南壁中央部には幅約1.3ｍ

の張り出し部があり、当初は土坑の重複と考えたが、

壁溝が張り出し部へ延びることから住居の一部と思わ

れる。

　カマドは北壁側に設置されていた。壁面を幅約1.2

ｍ、奥行き0.7ｍほど掘り込み、灰色粘土を充填しカ

マドを構築している。両袖は粘土と褐色土の造りつけ

である。カマドの規模は焚き口の幅約0.5ｍ、煙道部

までの長さ1.2ｍである。底面は焚き口から燃焼部ま

でほぼ水平で、煙道部では約30度の角度で立ち上がる。

　ピットは６基検出した。深さは15～ 33cmで、直径

は23～ 55cmである。ピット１は深さ約29cmで、ピッ

ト３、６が15 ～ 20cmで主柱穴と考えられる。

　出土遺物は土師器坏、甕、鉢、甑、須恵器坏、甕、

刀子、鉄鏃、磨石が出土している。土師器坏（第22図

1 ～ 20）は北武蔵型坏である。19、20は大ぶりで椀形

態である。21～ 26は北武蔵型暗文坏である。24、25

は比較的浅身である。27 ～ 31･33は暗文坏形態である

が暗文は施されない。35 ～ 38は皿である。39 ～ 43は

須恵器坏で、42は口縁内側に凹線がある。44～ 48は

蓋で、かえりのあるもの44、45、47と、ないもの46が

ある。49～ 52は甕で、外面に平行叩き、内面に青海

波叩きを施す。51は口縁部外面に斜位の平行叩きを均

一に施した後、回転ナデ調整を施す。53は土師器小形

甕、54、55は鉢で、甑の可能性もある。56 ～ 67は甕で、

60、61は胴張甕である。68は甑である。69、70は磨石

で、いずれも火を受け赤変している。71、72は鉄製品

で、71が刀子の切っ先、72が鉄鏃である。平造りの長

三角形式と思われる。

　住居の時期は７世紀後半から８世紀初頭と考えられる。

１号土坑

　１号土坑は調査区の北東コーナーに位置する。遺構

の半分は調査区外になるため全容は不明であるが、平

トレンチ出土遺物観察表

番号 器　種 凸面 凹面 厚さcm 色調 焼成 胎土 残存率 備　　考

1 平瓦 ナデ ナデ 2.0 暗灰褐色 普通 微砂粒、雲母 破片
Ｂトレンチ、凸面に押し型、
釘穴あり

2 平瓦 ナデ ナデ 1.9 灰橙～明灰 普通 石英、角閃石、雲母、微砂粒 破片 Ｂトレンチ

3 平瓦 糸切り痕 ナデ 1.8 明灰色 普通 精良 破片 Ｂトレンチ

4 平瓦(桟瓦） ナデ ナデ 1.7 明灰色 普通 精良 破片 Ｂトレンチ

5 丸瓦 ナデ 縄目圧痕 2.5 暗灰～明灰 良好 精良 破片 Ｂトレンチ、玉縁長1.9cm

6 平瓦 ナデ ナデ 1.8 明灰色 良好 雲母、精良 破片 Ｂ・Ｄトレンチ

7 平瓦 ナデ ナデ 1.8 暗灰色 良好 精良 破片 Ｃトレンチ

8 平瓦 ナデ ナデ 1.8 銀灰色 良好 精良 破片 Ｄトレンチ

9 平瓦 ナデ ナデ 1.8 灰色 良好 雲母、精良 破片 Ｄトレンチ

10 平瓦 ナデ ナデ 1.8 暗灰～明灰 良好 雲母、精良 破片 Ｄトレンチ

11 鉢 - - - 赤褐色 良好 石英、角閃石、褐色粒、微砂粒 破片 Ｄトレンチ、酸化焔焼成

12 焙烙 - - - 赤褐色 普通 石英、輝石、微砂粒 破片 Ｂトレンチ

13 碁石 直径2.3 ～ 2.5cm、厚さ 0.4cm、重さ 2.2ｇ、色調 灰黒色、胎土 片岩、黒色粒、表裏研磨、Ｃトレンチ、瓦質土器片を加工か？
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熊野遺跡

ピット

　ピットは１基検出した。１号住居跡の東壁中央に隣

接する。規模は直径34cm、深さ43cmで円形を呈する。

出土遺物はなかったが、１号住居跡の方にやや傾斜さ

せるように掘られていることから、１号住居跡に伴う

ピットの可能性がある。

面形態が円形の土坑と思われる。規模は直径1.24ｍ、

深さ0.5ｍを測る。

　出土遺物は混入と思われる土師器甕と須恵器坏の細

片が出土したが図示できるものはなかった。時期は不

明である。
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第18図　熊野遺跡164次調査全測図
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熊野遺跡
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第19図　１号住居跡実測図

１号住居跡土層説明

 1　茶褐色土　  ローム粒、焼土粒少量。

 2　暗茶褐色土　ローム粒、焼土粒少量。

 3　暗茶褐色土　ローム粒多量、ロームブロック微量。

 4　暗茶褐色土　ローム粒少量、ロームブロック微量。

 5　黒褐色土　  ローム粒多量、ロームブロック少量。

 6　暗茶褐色土　ローム粒多量、粘土粒、焼土粒微量。

 7　黒褐色土　  ローム粒多量、焼土粒微量。

 8　黒褐色土　  ローム粒少量、ロームブロック微量。

 9　黒色土　　　ローム粒多量、ロームブロック微量。

10　黒色土      ローム粒多量、ロームブロック少量。

11　暗灰褐色土　粘土ブロック多量、ローム粒、焼土粒微量。

12　黒褐色土　  ロームブロック少量、黒色土多量。しまり強。

13　暗黄褐色土　ロームブロック多量、焼土粒微量、しまり強（貼り床）

14　暗褐色土　  ローム粒少量、黒色土多量、しまり強。
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熊野遺跡
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第20図　１号住居カマド跡実測図

１号住居跡カマド土層説明

 1　暗褐色土　  灰色粘土、焼土粒少量。

 2　灰褐色土　  灰色粘土主体、焼土粒少量。しまり強、粘性あり。

 3　灰赤褐色土　灰色粘土、焼土ブロック多量。

 4　暗赤褐色土　灰色粘土多量、焼土ブロック、炭化物多量。

 5　灰褐色土　  灰色粘土主体、焼土粒少量。しまり強。

 6　暗赤褐色土　焼土ブロック、灰色粘土少量。

 7　暗赤褐色土　焼土ブロック、炭化物多量、しまり不良。

 8　灰赤褐色土　焼土ブロック、ロームブロック、粘土粒多量。

　　　　　　　　炭化物少量。しまり弱。

 9　灰赤褐色土　焼土粒少量、粘土粒多量。しまり良。

10　灰褐色土　  焼土粒少量、粘土粒多量。しまり良。

11  黒褐色土　  炭化物多量、ロームブロック多量。しまり弱。

第20図　１号住居跡カマド実測図
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熊野遺跡

第21図　１号住居跡遺物出土状況図

０ ２m
遺構

遺物
０ ２cm
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熊野遺跡
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20

０ 10cm

第22図　１号住居跡出土遺物実測図(1)
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熊野遺跡

21 22 23

24 25 26

27

28 29

30 31 32

33 34
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37 38

０ 10cm

第23図　１号住居跡出土遺物実測図(2)
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熊野遺跡

39 40 41 42

43

44 45

47 48

46

49 50

51

０ 10cm

第24図　１号住居跡出土遺物実測図(3)
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熊野遺跡

52
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55

56

57

59

58
０ 10cm

第25図　１号住居跡出土遺物実測図(4)

52
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熊野遺跡

60

61

62

63

64

65

66

6768

69

70

71

72

０ 10cm

第26図　１号住居跡出土遺物実測図(5)

０ ５cm

第26図　１号住居跡出土遺物実測図
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熊野遺跡

第１号住居跡出土遺物観察表
番号 器　種 口径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備　　考

1 土師・坏 (10.8) 《2.8》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石、微砂粒 25% 覆土

2 土師・坏 (11.2) (2.7) ー 橙褐色 普通 長石、角閃石、砂粒 13% 覆土

3 土師・坏 （12.2） （3.0） ー 橙褐色 普通 角閃石、白色粒子、砂粒 25% 覆土

4 土師・坏 （11.2） 3.3 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石 50% 図示

5 土師・坏 （12.7） （3.5） ー 灰橙褐色 普通 石英、角閃石、（精良） 図示25% 覆土

6 土師・坏 （14.0） 《3.5》 ー 橙褐色 普通 角閃石、長石 25% 覆土

7 土師・坏 11.7 4.0 ー にぶい橙褐色 良好 石英、長石、角閃石、微砂粒 90% 図示

8 土師・坏 （14.0） 4.7 ー 茶褐色 良好 石英、角閃石、微砂粒 70% 覆土

9 土師・坏 （14.8） （3.4） ー 灰橙色 普通 石英、角閃石、微砂粒 図示25% 覆土

10 土師・坏 13.0 3.7 ー 灰橙褐色 普通 石英、チャート、角閃石、砂粒 80% 図示

11 土師・坏 14.1 4.4 ー 暗橙褐色 普通 石英、角閃石、雲母、微砂粒 95% カマド図示

12 土師・坏 （14.4） 《3.8》 ー 灰暗褐色 普通 石英、角閃石、砂粒 25% 図示

13 土師・坏 （12.5） 《3.1》 ー 灰赤褐色 普通 石英、角閃石、微砂粒 図示20% 覆土

14 土師・坏 （12.6） 《3.2》 ー 淡橙褐色 普通 石英、角閃石 図示 4% 覆土

15 土師・坏 （13.2） （2.3） ー 暗茶褐色 普通 石英、長石、黒色粒 図示12% 覆土

16 土師・坏 （14.8） （4.2） ー 淡橙褐色 普通 石英、角閃石、砂粒 図示25% 覆土

17 土師・坏 （14.0） 《4.0》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石、砂粒 図示13% 覆土、磨滅

18 土師・坏 ー 《3.5》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石、黒色粒 破片 覆土

19 土師・坏 （19.2） 《4.8》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石 図示10% 覆土

20 土師・坏 （18.6） 6.8 ー 灰赤褐色 普通 石英、角閃石、チャート、砂粒 35% カマド図示

21 土師・坏 （13.4） 《2.4》 ー 赤褐色 普通 石英、角閃石、微砂粒 図示8% 覆土、内面放射状暗文

22 土師・坏 （13.5） 《2.7》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石、微砂粒 図示10% 覆土、内面放射状暗文

23 土師・坏 ー 《3.1》 ー にぶい褐色 普通 微砂粒 破片 覆土、内面放射状暗文

24 土師・坏 （13.8） （3.1） ー 黄褐～黒褐色 普通 石英、角閃石、砂粒 25% 覆土、内面放射状暗文、内面に
油脂状黒色物

25 土師・坏 （13.4） 2.8 ー 明橙褐色 普通 石英、角閃石、砂粒 50% 覆土、内面放射状暗文

26 土師・坏 ー 《2.6》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石、黒色粒 破片 覆土、内面放射状暗文

27 土師・坏 ー 《3.6》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石、黒色粒 破片 覆土

28 土師・坏 （13.4） 《2.5》 ー 橙色 普通 石英、赤色粒子、白色粒 図示15% 覆土

29 土師・坏 ー 《2.2》 ー 灰橙褐色 普通 微砂粒 破片 覆土

30 土師・坏 （14.2） 《2.9》 ー 淡褐色 普通 石英、角閃石 図示12% 覆土

31 土師・坏 （12.9） 《2.0》 ー 灰橙褐色 やや悪 石英、角閃石、微砂粒 図示10% 覆土

32 土師・坏 ー ー ー 黒褐色 やや悪 黒色粒子、微砂粒 破片 覆土

33 土師・坏 （16.0） 《2.8》 ー 灰赤褐色 普通 石英、角閃石、雲母 図示10% 覆土

34 土師・坏 （14.8） 《2.6》 ー 褐色 普通 石英、角閃石 図示12% 張り出し部覆土

35 土師・皿 （15.8） （3.0） ー 灰褐色 普通 石英、角閃石、微砂粒 図示15% カマド

36 土師・皿 （15.6） （3.6） ー 橙色 不良 石英、角閃石、砂粒 図示25% カマド火床面、歪み、磨滅

37 土師・皿 （16.0） 《3.1》 ー 橙褐色 普通 石英、長石、角閃石 図示25% カマド図示

38 土師・皿 （16.8） 《3.3》 ー 茶褐色 普通 石英、長石、角閃石、雲母 図示10% 覆土

39 須恵・坏 ー ー ー 明灰色 やや悪 長石、黒色粒 破片 覆土、磨滅、末野

40 須恵・坏 ー ー ー 明灰色 普通 石英、長石、チャート、黒色粒 破片 覆土、末野

41 須恵・坏 ー ー ー 明灰色 やや悪 石英、長石、チャート 破片 覆土、末野

42 須恵・坏 ー ー ー 黄灰色 不良 石英、長石、片岩 破片 覆土、磨滅、末野

43 須恵・坏 ー 《1.4》 （15.6） 灰色 普通 石英、長石、黒色粒 図示10% 覆土、底部回転箆けずり＋面取
り、末野

44 須恵・蓋 ー ー ー 明灰色 普通 石英、長石、チャート、微砂粒 破片 覆土、末野

45 須恵・蓋 ー ー ー 暗黄灰色 不良 微砂粒 破片 覆土、末野

46 須恵・蓋 （14.8） 《1.7》 ー 明灰色 普通 石英、長石、黒色粒 図示10% P-4覆土、末野

47 須恵・蓋 ー ー ー 暗黄灰色 不良 石英、長石、微砂粒 破片 覆土、末野

48 須恵・蓋 鈕径4.7
cm ー ー 灰色 良好 石英、長石、微砂粒 破片 覆土、末野

49 須恵・甕 ー ー ー 明灰色 普通 石英、長石、黒色粒 破片 覆土、外面平行、内面青海波叩
き、末野

50 須恵・甕 ー ー ー 灰色 良好 石英、長石 破片 P-1覆土、外面平行、内面青海
波叩き、末野

51 須恵・甕 20.2 《24.2》 ー 灰色 良好 石英、長石、片岩、黒色粒、粗
い 図示60% 図示、口縁部平行叩き後回転ナ

デ、体部平行、内面青海波叩き

52 須恵・甕 ー ー ー 暗灰色 良好 長石、黒色粒 破片 P-1覆土、外面平行、内面青海
波叩き、末野

53 土師・小形甕 （10.7） 《5.0》 ー にぶい橙褐色 普通 石英、長石、角閃石、雲母、パ
ミス、砂粒 図示50% 図示、内面に煤付着

54 土師・鉢 ー ー ー 灰橙褐色 普通 石英、長石、角閃石、微砂粒 破片 図示

55 土師・鉢 （23.9） 《11.4》 ー 暗橙褐色 普通 石英、長石、角閃石、パミス、
微砂粒 図示25% 覆土+カマド図示、磨滅

56 土師・甕 （21.6） 《7.9》 ー 橙褐色 普通 石英、チャート、雲母、砂粒 図示10% 図示

57 土師・甕 （21.8） 《7.6》 ー 橙褐～黒色 普通 石英、チャート、角閃石、片岩、
雲母、微砂粒 図示20% 図示
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熊野遺跡

第１号住居跡出土遺物観察表
番号 器　種 口径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備　　考

58 土師・甕 （18.8） 《7.0》 ー 灰橙色 普通 石英、長石、角閃石、砂粒 図示20% 図示

59 土師・甕 （22.8） 《7.8》 ー 橙褐色 普通 石英、チャート、雲母、砂粒 図示20% カマド火床面

60 土師・甕 （21.0） 《21.1》 ー 橙褐色 普通 石英、角閃石、赤色粒、砂粒 図示40% カマド火床面+覆土

61 土師・甕 ー 《6.0》 （6.1） 橙褐～黒褐色 普通 微砂粒 図示25% 図示

62 土師・甕 ー 《1.9》 （6.0） 黒褐色 普通 砂粒 図示30% 覆土

63 土師・甕 ー 《2.7》 4.8 暗赤褐色 普通 砂粒多 図示60% 図示

64 土師・甕 ー 《2.6》 5.0 黒褐色 普通 砂粒 図示50% 覆土

65 土師・甕 ー 《3.0》 （7.0） 灰橙色 普通 砂粒 図示25% 覆土

66 土師・甕 ー 《3.2》 4.8 暗灰褐色 普通 石英、角閃石、微砂粒 図示70% 覆土

67 土師・甕 ー 《6.1》 （6.8） 灰橙褐色 普通 石英、角閃石、雲母、片岩、
砂粒 図示20% カマド一括

68 土師・甑 ー 《9.0》 （10.6） 灰橙褐色 普通 砂粒 図示20% カマド火床面

69 磨石 長さ13.8cm、幅9.4cm、厚さ6.2cm、重さ970ｇ、石質･砂岩、被熱あり、タール付着 100% 図示

70 磨石 長さ12.1cm、幅7.2cm、厚さ2.8cm、重さ392ｇ、石質･安山岩、被熱あり、磨滅 100% 図示

71 刀子 長さ 3.0cm、幅1.0cm、厚さ0.4cm、重さ3.2ｇ 破片 覆土

72 鉄鏃 長さ 3.0cm、幅2.8cm、厚さ0.4cm、重さ9.0ｇ 90% 図示、茎部欠損、長三角形式

Ａ

Ａ

Ａ’

Ａ’

調査区域外

53.40m

1

2
3

4
5

6

０ ２m

第27図　１号土坑実測図

１号土坑土層説明

 1　暗褐色土　   パミス、炭化物少量。（表土）

 2　明黒褐色土　ロームブロック少量。

 3　明黒褐色土　ロームブロック少量、２層より明るい

 4　暗黄褐色土　ローム粒、ロームブロック多量。粘性ややあり。しまり弱。

 5　黒褐色土　   ロームブロック、ローム粒少量。

 6　暗褐色土　   ロームブロック微量。粘性ややあり。

調
査
区
域
外

パミス、炭化物少量。（表土）

ロームブロック少量。

ロームブロック少量、２層より明るい

ローム粒、ロームブロック多量。粘性ややあり。しまり弱。

ロームブロック、ローム粒少量。

ロームブロック微量。粘性ややあり。
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中小宮遺跡

４．中小宮遺跡調査

①　発掘調査の経過

　中小宮遺跡調査地点は、深谷市山河字三浦311番地

１である。

　周囲では、確認調査が過去に実施されてはきたが、

本調査に至るのは今回が初となる。調査区中央での標

高は、61.0ｍを測る。

　発掘調査は、平成21年７月30日から同年８月10日に

かけて実施した。発掘調査面積は、約80m2である。

　発掘調査は、まずバックホーによる表土除去から

行った。遺構確認面は、表土から60cmほど掘り下げた

ソフトローム面とした。

　表土除去後、遺構確認作業を行い、多数の土坑が重

複した状況で確認した。

　遺構確認状況の写真撮影の後、調査区西端の遺構か

ら掘下げを開始した。その後、順次東方の遺構も掘下

げていった。

　土層断面図の作成は、遺構掘り下げと並行して実施

し、その後に平面図を作成した。土層断面図・平面図

ともに1/ 20の縮尺で実測した。

　全ての掘り下げ・図化作業が終了した後、全景写真

を撮影した。これにより、発掘調査の全工程が終了し、

機材等の撤収を行った。

②　遺構と遺物

１号掘立柱建物跡

　１号掘立柱建物跡はＢ･Ｃ－１グリッドに位置する。

検出した柱穴は３基で、第２･４･16号土坑に切られて

いた。建物の一部が調査区外のため側柱建物か、総柱

建物か全容は不明である。東西棟の建物とすれば柱間

は桁行2.65ｍ、梁行2.55ｍとなる。Ｐ-１からＰ-２は

浅い溝により連結している。

　出土遺物はＰ-１、Ｐ-２から土師器坏、甕、台付甕

の残片が出土した。遺物の時期は８世紀前半と考えら

れる。建物の時期については同時期か、それ以前の近

い時期に構築されたものと考えられる。

　

１号土坑

　１号土坑は、調査区の西端Ｃ-１グリッドに位置す

る。平面形態は遺構の大半が調査区外の為詳細は不明

であるが、円形ないし楕円形と思われる。残存規模は、

長軸1.15ｍ、短軸0.3ｍ、深さ0.17ｍである。埋土は

黒褐色土で小砂利を若干含む。土坑としたが、井戸の

可能性もある。

　出土遺物はなかった。時期は不明である。

　

２号土坑

　２号土坑は、調査区西側Ｃ-１・２グリッドに位置し、

第１号掘立柱建物跡を切っている。平面形態は長方形

で、規模は長軸2.15ｍ、短軸0.82ｍ、深さ0.55ｍであ

る。主軸方位はＮ－82°－Ｗを示す。埋土はロームブ

ロックを多量に含む混合土である。

　出土遺物は瓦質土鍋（第34図１）と灰釉火舎？（第

34図２）の残片が出土した。時期は15世紀と考えられ

る。

　

３号土坑

　３号土坑は、調査区の北東Ｂ･Ｃ－１グリッドに位

置する。平面形態は遺構の大半が調査区外のため詳細

は不明である。残存規模は長軸0.85ｍ、短軸0.47ｍ、

深さ0.15ｍである。埋土はロームブロックを多量に含

む暗褐色土である。

　出土遺物は土師器小形甕の口縁部残片が出土してい

るが、混入であろう。時期は不明である。

　

４号土坑

　４号土坑は調査区北側Ｂ－１グリッドに位置する。

平面形態は長方形で、規模は遺構の一部が調査区外の

為詳細は不明である。残存規模は長軸1.35ｍ、幅0.93

ｍ、深さ0.95ｍを測る。主軸方位はＮ－15°－Ｗを示

す。埋土はロームブロックを多量に含む暗黄褐色土で、

一括埋め戻しである。

　出土遺物は土師器坏、（第34図４）は比企型坏、甕、

瀬戸筒形碗（第34図11）、瓦質壺（第34図12）が出土

している。土師器類と瀬戸碗は混入と思われる。時期

は14 ～ 15世紀と考えられる。
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５号土坑

　５号土坑は、調査区北側Ｂ－１グリッドに位置する。

重複する第６・７号土坑に切られていた。平面形態は

不明である。深さは0.35ｍほどで、埋土はロームブロッ

クを多量に含む暗褐色で、一括埋め戻しである。

　出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

　

６号土坑

　６号土坑は、調査区北側Ｂ－１グリッドに位置する。

重複する５号土坑より新しく、７号土坑より古い。平

面形態は長方形と思われる。残存規模は長軸1.03ｍ、

短軸0.97ｍ、深さ0.57ｍである。主軸方位はＮ－77°

－Ｅを示す。埋土はロームブロックを多量に含む暗茶

褐色土で、一括埋め戻しである。

　出土遺物は土師器の坏、甕の残片が出土したが混入

と思われる。時期は中世と考えられる。

　

７号土坑

　７号土坑は調査区北側Ａ･Ｂ－１グリッドに位置す

る。重複する５・６号土坑より新しい。平面形態は長

方形ないし方形と思われるが、土坑の一部が調査区外

のため詳細は不明である。残存規模は長軸1.73ｍ、短

軸1.4ｍ、深さ0.5ｍである。主軸方位はＮ－５°－Ｗ

を示す。埋土はロームブロックと黒褐色土の混合土で

一括埋め戻しである。

　出土遺物は土師器坏の小片が出土したが、混入と思

われる。時期は中世と考えられる。

　

８号土坑

　８号土坑は調査区南西Ａ－１・２グリッドに位置す

る。重複する24号土坑より古い。平面形態は長方形と

思われる。残存規模は長軸1.1ｍ、短軸0.5ｍ、深さ0.1

ｍで、底面は平坦である。主軸方位はＮ－80°－Ｗを

示す。

　出土遺物は土師器甕、瓦質土鍋の残片が出土してい

る。時期は15世紀と思われる。

　

９号土坑

　９号土坑は調査区南西コーナーＣ－２グリッドに位

置する。第10・11・12号土坑と重複し、大半は調査区

外のため平面形態及び規模の詳細は不明である。

　出土遺物はカワラケ、灰釉小皿、瓦質擂鉢、土鍋、鉢、

鉄滓がある。時期は15世紀と考えられる。

　

10号土坑

　10号土坑は調査区南西コーナーＣ－２グリッドに位

置する。11・12号土坑と重複し、大半は調査区外のた

め平面形態及び規模は不明である。

　出土遺物はなかった。時期は不明である。

　

11号土坑

　11号土坑は調査区南西部Ｃ･Ｂ－２グリッドに位置

する。９・10・12号土坑と重複する。平面形態は長方

形で、規模は長軸1.87ｍ、短軸0.85ｍ、深さ0.8ｍを

測る。主軸方位はＮ－84°－Ｗを示す。

　出土遺物はカワラケ、花瓶、砥石、古銭が出土して

いる。カワラケ（第35図28）は底径と口径の差が小さ

く、口縁部が外反するタイプで、底部に板状圧痕があ

る。（第35図29）は古瀬戸の花瓶の底部である。黒褐

色の鉄釉がかかる。古銭（第35図31）は北宋銭で元豊

通寶である。墓坑と考えられ、時期は14世紀中葉～

15世紀中葉と考えられる。

　

12号土坑

　12号土坑は調査区南西部Ｃ･Ｂ－２グリッドに位置

する。11号土坑と重複する。遺構の大半が調査区外の

為平面形態及び規模は不明である。

　出土遺物は瓦質の土鍋の残片が出土した。時期は中

世と思われる。

　

13号土坑

　13号土坑は調査区北東部Ａ－１グリッドに位置す

る。14号土坑と重複し、13号土坑が新しいことが確認

されている。遺構の大半が調査区外のため平面形態及

び規模の詳細は不明である。残存規模は長軸0.66ｍ、

短軸0.2ｍ、深さ0.15ｍである。

　出土遺物は須恵器甕の残片が出土しているが混入と

思われる。時期は不明である。
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14号土坑

　14号土坑は調査区北東部Ａ－１グリッドに位置す

る。断面観察から重複する13号土坑より古いことが確

認されている。

遺構の大半が調査区外のため平面形態及び規模の詳細

は不明である。残存規模は長軸0.7ｍ、短軸0.38ｍ、

深さ0.15ｍである。埋土はロームブロックを多量に含

む黄褐色土で、一括埋め戻しと考えられる。

　出土遺物はなかった。時期は不明確だが中世と考え

られる。

　

15号土坑

　15号土坑は調査区北西部Ｃ－１グリッドに位置す

る。重複する16号土坑を切っている。平面形態は不整

長方形で、規模は長軸1.15ｍ、短軸0.9ｍ、深さ0.2ｍ

で浅い。底面は若干凹凸がある。主軸方位はＮ－65°

－Ｗを示す。

　出土遺物はカワラケ、土鍋、擂鉢、須恵器甕残片（第

35図34～ 37）が出土している。時期は15世紀と考え

られる。

　

16号土坑

　16号土坑はＢ･Ｃ－１グリッドに位置する。重複す

る15号土坑より古いことが断面観察により確認されて

いる。平面形態は略長方形で、規模は長軸1.7ｍ、短

軸0.9ｍ、深さ0.7ｍを測る。主軸方位はＮ－4°－Ｅ

を示す。

　出土遺物はカワラケ、土師器小形甕、土鍋（第36図

38～ 41）が出土している。カワラケ（第36図38）は

浅身で体部の開きが大きい。内面に油煙が付着してい

る。時期は15世紀中～後半頃と推定される。

　

17号土坑

　17号土坑は調査区南西部Ａ－２グリッドに位置す

る。35号土坑と重複するが新旧は不明である。平面形

態は遺構の一部が調査区外のため不明確であるが、長

方形ないし方形と思われる。残存規模は長軸1.13ｍ、

短軸0.7ｍ、深さ0.15ｍを測る。

　出土遺物は土師器甕の残片が出土しているが混入と

思われる。時期は不明である。

　

第18号土坑

　18号土坑は調査区南Ｂ－２グリッドに位置する。

19・22号土坑と重複するが新旧は不明である。平面形

態は遺構の一部が調査区外のため不明確であるが、長

方形と推定される。規模は残存長0.75ｍ、残存幅0.55

ｍ、深さ0.6ｍを測る。

　出土遺物は古銭と鉄製品が出土している。古銭（第

36図43）は北宋銭で景祐元寶である。鉄製品（第36図

44）は隅丸三角状でやや湾曲している。時期は中世と

考えられる。

　

19号土坑

　19号土坑は調査区南Ｂ－２グリッドに位置する。18

号土坑と重複し、遺構の一部が調査区外のため規模の

詳細は不明である。残存規模は長軸1.8ｍ、短軸0.75ｍ、

深さ0.45ｍである。

　出土遺物は土鍋の残片と古銭が３点である。古銭（第

36図46 ～ 48）は46が明銭で洪武通寶である。47、48

は無文銅銭であった。墓坑と思われ、時期は15世紀と

考えられる。

　

20号土坑

　20号土坑はＢ－２グリッドに位置する。平面形態は

長方形で、ピット２と重複する。規模は長軸0.7ｍ、

短軸0.45ｍ、深さ0.35ｍを測る。主軸方位はＮ－86°

－Ｗを示す。

　出土遺物は土鍋の残片と石皿の破片が出土してい

る。時期は15世紀と考えられる。

　

21号土坑

　21号土坑は調査区東Ａ－１グリッドに位置する。25

号土坑と重複し、土坑西側は調査区外になるため規模

の詳細は不明である。残存規模は長軸1.9ｍ、短軸0.45

ｍ、深さ0.35ｍを測る。主軸方位はＮ－86°－Ｗを示

す。埋土はロームブロックを多量に含む暗褐色土で一

括埋め戻しと思われる。

　出土遺物はカワラケの小破片が出土した。時期は中

世と考えられる。

　



― 38 ―

中小宮遺跡

22号土坑

　22号土坑はＢ－２グリッドに位置する。18、23号土

坑と重複するが、新旧は不明である。平面形態は長方

形と推定される。規模は残存長1.9ｍ、幅0.9ｍ、深さ

0.5ｍを測る。主軸方位はＮ－85°－Ｅを示す。

　出土遺物は青磁碗、古瀬戸小皿、古銭が出土した。

古瀬戸小皿（第36図54）は長石釉を施す。古銭（第36

図55）は北宋銭で大観通寶である。時期は15世紀と考

えられる。

　

23号土坑

　23号土坑はＡ－２グリッドに位置する。22、24号土

坑と重複し、土坑南側は調査区外に延びる。新旧関係

は23号土坑が最も新しいと考えられる。平面形態は長

方形と思われ、規模は残存長2.0ｍ、短軸0.95ｍ、深

さ0.5ｍを測る。主軸方位はＮ－19°－Ｅを示す。

　出土遺物は土師器坏、鉢、須恵器高台付盤、坏、横

瓶、カワラケ、古銭が出土した。土師器、須恵器類は

混入と思われる。古銭（第37図65）は無文銅銭である。

時期は中世と考えられる。

　

24号土坑

　24号土坑はＡ･Ｂ－２グリッドに位置する。８、23、

38号土坑と重複する。新旧関係は不明である。平面形

態は長方形で、規模は長軸1.85ｍ、短軸0.8ｍ、0.57

ｍを測る。主軸方位はＮ－86°－Ｅを示す。

　出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

　

25号土坑

　25号土坑はＡ-１グリッドに位置する。21、26号土

坑と重複する。新旧関係では25号土坑が最も古い。平

面形態は長方形で、規模は残存長1.4ｍ、幅0.55ｍ、

深さ0.25ｍを測る。主軸方位はＮ－85°－Ｅを示す。

　出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

　

26号土坑

　26号土坑はＡ-１グリッドに位置し、25号土坑を切っ

ている。平面形態は不整長方形で、規模は長軸0.75ｍ、

短軸0.7ｍ、深さ0.45ｍを測る。土坑の南側は約20cm

程オーバーハングしている。

　出土遺物はなかった。時期は中･近世と考えられる。

27号土坑

　27号土坑はＢ-１・２グリッドに位置し、22、31、

38、39号土坑と重複する。39号土坑より新しい。その

他の遺構は新旧関係が不明である。平面形態は長方形

で、規模は長軸2.35ｍ、短軸1.0ｍ、深さ0.25ｍを測る。

主軸方位はＮ－88°－Ｗを示す。底面は平坦である。

　出土遺物はなかった。時期は中･近世と考えられる。

　

28号土坑

　28号土坑はＢ-１グリッドに位置する。27、32、34、

37、38号土坑と重複するが、重複関係は不明である。

平面形態は長方形で、規模は長軸1.35ｍ、短軸1.0ｍ、

深さ0.12ｍを測る。主軸方位はＮ－99°－Ｗを示す。

　出土遺物は古銭（第37図66）が１点出土している。

北宋銭で太平通寶である。時期は中世と考えられる。

　

29号土坑

　29号土坑はＡ-１グリッドに位置し、30号土坑に隣

接する。平面形態は楕円形で、規模は長軸0.7ｍ、短

軸0.6ｍ、深さ0.3ｍを測る。底面に直径約20cm、深さ

10cmの小ピットがある。主軸方位はＮ－２°－Ｗを示

す。

　出土遺物はなかった。時期は不明である。

30号土坑

　30号土坑はＡ･Ｂ-１グリッドに位置する。28号土坑

と29号土坑の間に隣接する。平面形態は長方形で、規

模は長軸0.76ｍ、短軸0.5ｍ、深さ0.22ｍを測る。主

軸方位はＮ－5°－Ｅを示す。底面は平坦である。

　出土遺物はなかった。時期は中･近世と考えられる。

　

31号土坑

　31号土坑はＢ-２グリッドに位置する。22･27･39号

土坑と隣接する。平面形態は不整長方形で、規模は長

軸1.25ｍ、短軸0.8ｍ、深さ0.13ｍを測る。主軸方位

はＮ－83°－Ｗを示す。中央部は近世のピットに切ら

れている。

　出土遺物はカワラケ、土鍋、土師質高台埦の残片が

出土している。高台埦は混入と思われる。時期は15世

紀後半と考えられる。
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32号土坑

　32号土坑はＢ-１グリッドに位置する。28･33号土坑

と重複し、土層観察から33号土坑に切られていること

が判明している。平面形態は長方形と推定されるが、

規模は重複の為詳細は不明である。

　出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。

　

33号土坑

　33号土坑はＢ-１グリッドに位置する。重複する32

号土坑より新しく、34号土坑より古い。平面形態は長

方形で、規模は長軸1.15ｍ、短軸1.05ｍ、深さ0.3ｍ

を測る。主軸方位はＮ－84°－Ｅを示す。底面は平坦

である。

　出土遺物は須恵器平瓶（第37図71）の口縁部の破片

が出土しているが混入であろう。時期は中世と考えら

れる。

　

34号土坑

　34号土坑はＢ-１グリッドに位置する。重複する

28･33号土坑より新しい。平面形態は長方形で、規模

は長軸0.9ｍ、短軸0.6ｍ、深さ0.4ｍを測る。主軸方

位はＮ－82°－Ｗを示す。底面は平坦である。

　出土遺物はなかった。時期は中世以降と考えられる。

　

35号土坑

　35号土坑は、調査区南東コーナーＡ-２グリッドに

位置する。17号土坑と重複するが新旧は不明である。

遺構の東側が調査区外になるが、平面形態は長方形と

推定される。規模は残存長0.55ｍ、短軸0.46ｍ、深さ

0.4ｍを測る。主軸方位はＮ－85°－Ｅを示す。

　出土遺物はなかった。時期は不明である。

　

36号土坑

　36号土坑は調査区東側Ａ-１グリッドに位置する。

遺構の東側は調査区外になるため詳細は不明である。

残存部の平面形態は楕円形で、深さは５cm程度で浅い。

埋土は暗褐色土である。土坑としたが溝の可能性もあ

る。

　出土遺物はなかった。時期は不明である。

37号土坑

　37号土坑はＢ-１･２グリッドに位置する。27･28･38

号土坑とピットが重複するが、新旧関係は不明である。

平面形態は長方形で、規模は長軸0.7ｍ、短軸0.55ｍ、

深さ0.27ｍを測る。主軸方位はＮ－80°－Ｗを示す。

　出土遺物はなかった。時期は不明である。

　

38号土坑

　38号土坑はＢ-２グリッドに位置する。24･27･38号

土坑と重複しており、平面形態と規模は不明である。

　出土遺物はなかった。時期は不明である。

　

39号土坑

　39号土坑はＢ-２グリッドに位置する。27･31号土坑

と重複し39号土坑が古いことが確認されている。平面

形態は不整長方形で、規模は長軸1.1ｍ、短軸0.7ｍ、

深さ0.7ｍを測る。主軸方位はＮ－84°－Ｗを示す。

土坑の南壁側が約20cm程オーバーハングしている。

　出土遺物はなかった。時期は中世と考えられる。
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中小宮遺跡

０ ２m

２号土坑土層説明

 1　明茶褐色土　ロームブロック主体。

 2　暗茶褐色土　ローム粒子微量。

 3　茶褐色土 　 ローム粒子、ロームブロック多量、しまり弱。

 4　暗茶褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量。

３・４号土坑土層説明

 1　暗褐色土　　 ローム粒子、ロームブロック多量。

 2　暗黄褐色土　ローム粒子、ロームブロック多量。 ５・６・７号土坑土層説明

 1　黒褐色土　 　ローム粒子少量、しまりあり。

 2　暗褐色土　　 ロームブロック多量。

 3　暗茶褐色土　ロームブロック多量、黒褐色土少量。
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第30図　土坑群実測図(1)

ローム粒子少量、しまりあり。

ロームブロック多量。

ロームブロック多量、黒褐色土少量。

ローム粒子、ロームブロック多量。

ローム粒子、ロームブロック多量。
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15・16号土坑土層説明

 1　灰褐色土　　 ローム粒子、ロームブロック微量、礫少量、しまり弱。

 2　茶褐色土　   ローム粒子、ロームブロック（4～5cm）少量。

 3　茶褐色土　   ローム粒子多量、ロームブロック微量。

 4　暗茶褐色土　 ローム粒子多量、ロームブロック少量。

 5　黒褐色土　　 ローム粒子、ロームブロック少量。

 6　黒色土　　　 ローム粒子、ロームブロック微量。

21・36号土坑土層説明

 1　暗褐色土　   ローム粒子少量。

 2　黄褐色土　   ロームブロック主体。

 3　暗褐色土   　ローム粒子・ローム

                 ブロック多量。

 4　暗黄褐色土　 ロームブロックと褐色土

                 の混合土、しまりなし。

 5　暗褐色土　   ローム粒子少量（SK36）

第31図　土坑群実測図(2)

11号土坑土層説明

 1　黄褐色土　　 ローム粒子、ロームブロック微量

 2　暗茶褐色土　ローム粒子少量、ロームブロック微量

 3　暗茶褐色土　ロームブロック微量

 4　暗茶褐色土　ローム粒子、ロームブロック少量

 5　灰褐色土　   ローム粒子、ロームブロック少量

 6　黄褐色土　　 ロームブロック主体

13・14号土坑土層説明

 1　暗褐色土　   ローム粒子少量

 2　暗黄褐色土　ローム粒子多量

 3　暗黄褐色土　ローム粒子、ロームブロック多量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ローム粒子、ロームブロック多量

ローム粒子、ロームブロック微量

ローム粒子少量、ロームブロック微量

ロームブロック微量

ローム粒子、ロームブロック少量

ローム粒子、ロームブロック少量

ロームブロック主体
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第33図　土坑群実測図(4)

27・31・32・33・39号土坑土層説明

 1　茶褐色土　   ローム粒子少量、ロームブロック微量。

 2　茶褐色土　   ローム粒子少量、ロームブロック少量。

 3　灰褐色土　   ローム粒子多量、ロームブロック多量。

 4　暗茶褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック多量、しまり弱。

 5　暗茶褐色土　ローム粒子少量、ロームブロック微量。

 6　黒褐色土　　 ローム粒子少量、ロームブロック少量、炭化物微量。

 7　暗褐色土　　 ローム粒子少量、ロームブロック微量。

 8　暗茶褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量。

 9　暗褐色土　　 ローム粒子少量、ロームブロック少量。

10　黒褐色土　 　ローム粒子少量、ロームブロック微量。

11　暗茶褐色土　ローム粒子多量、ロームブロック少量。

12　茶褐色土　　 ローム粒子多量、ロームブロック少量。

13　暗茶褐色土　ローム粒子少量、ロームブロック微量。

14　暗茶褐色土　ローム粒子微量、ロームブロック微量。

15　暗褐色土　　 ローム粒子少量。

ローム粒子少量、ロームブロック微量。

ローム粒子少量、ロームブロック少量。

ローム粒子多量、ロームブロック多量。

ローム粒子多量、ロームブロック多量、しまり弱。

ローム粒子少量、ロームブロック微量。

ローム粒子少量、ロームブロック少量、炭化物微量。

ローム粒子少量、ロームブロック微量。

ローム粒子多量、ロームブロック少量。

ローム粒子少量、ロームブロック少量。

ローム粒子少量、ロームブロック微量。

ローム粒子多量、ロームブロック少量。

ローム粒子多量、ロームブロック少量。

ローム粒子少量、ロームブロック微量。

ローム粒子微量、ロームブロック微量。

ローム粒子少量。
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第34図　土坑群出土遺物実測図(1)
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中小宮遺跡

土坑群出土遺物観察表
番号 器　種 口径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備　　考

1 土鍋 （32.0） 《6.5》 － 黒褐色 普通 石英、角閃石、長石、角閃石 図示5% SK2、瓦質

2 灰釉火舎? （12.0） 《2.4》 － 灰緑褐色 良好 石英、黒色粒子 25% SK2

3 土師･小型甕 － 《1.7》 － 暗赤褐色 普通 微砂粒 破片 SK3

4 土師･坏 （10.7） （3.2） － 赤褐色 やや悪 石英、赤色粒、細礫 20% SK4、比企型坏

5 土師･坏 （8.9） （2.6） － 橙色 普通 石英、長石、雲母、（精良） 20% SK4

6 土師･坏 － 《3.4》 － 灰赤褐色 普通 石英、砂粒 破片 SK4

7 土師･坏 － 《2.4》 － 黄橙色 普通 石英、角閃石、砂粒 破片 SK4

8 土師･坏 － 《4.0》 － 暗褐色 やや悪 長石、微砂粒 破片 SK4、内面放射状暗文

9 土師･鉢 － 《4.8》 － 橙茶褐色 普通 石英、角閃石、パミス、砂粒 破片 SK4

10 坏 － 《1.9》 （5.6） 橙褐色 普通 石英、雲母、微砂粒 図示25% SK4、土師質土器

11 筒型茶碗 － 《2.4》 － 灰緑褐色 普通 精良 破片 SK4、瀬戸･美濃

12 壺 － 《6.7》 － 明灰色 普通 石英、長石、雲母、細礫 破片 SK4、瓦質

13 土師･坏 － 《2.6》 － 灰橙色 普通 石英、微砂粒 破片 SK6、内面放射状暗文

14 土師･甕 － 《5.0》 － 灰橙色 普通 石英、角閃石、砂粒多（粗い） 破片 SK6

15 土師･坏 （13.6） （3.4） － 灰黄橙色 普通 長石、角閃石、微砂粒 図示18% SK7、焼け斑

16 土師･甕 － 《5.8》 － 暗灰褐色 普通 石英、角閃石 破片 SK8

17 土鍋 － 《7.4》 － 灰褐色 不良 石英、長石、黒色粒、（粗い） 破片 SK8、瓦質

18 カワラケ （11.7） 《2.1》 － 橙褐色 普通 石英、雲母、長石 図示20% SK9

19 カワラケ － 《2.5》 － 橙褐色 普通 石英、長石、微砂粒 破片 SK9

20 長石釉小皿 － 《2.2》 － 乳白色 普通 精良 破片 SK9、瀬戸･美濃

21 擂鉢 － 《2.5》 （10.0） 灰褐色 普通 石英、長石、角閃石 図示20% SK9、瓦質

22 擂鉢 － 《3.0》 － 灰褐色 普通 石英、長石、角閃石 破片 SK9、瓦質

23 土鍋 － 《3.2》 － 暗灰色 普通 石英、長石、角閃石 破片 SK9、瓦質

24 土鍋 － 《1.8》 － 黒褐色 普通 石英、長石、角閃石、砂粒 破片 SK9、土師質

25 土鍋 － 《3.7》 － 灰褐色 やや悪 石英、長石、雲母、赤色粒 破片 SK9、土師質

26 鉢 － 《4.7》 － 明灰色 普通 石英、長石、雲母 破片 SK9、瓦質

27 鉄滓 長さ3.7cm、幅3.1cm、厚さ2.1cm、重さ38.3g、磁着度:弱、表面発泡、SK9

28 カワラケ （10.1） 3.1 （6.6） 灰褐色 普通 雲母、赤色粒 40% SK11

29 鉄釉花瓶 － 《2.5》 （3.8） 黒褐色 普通 精良 図示100% SK11、瀬戸･美濃

30 砥石 長さ5.5cm、幅3.0cm、厚さ2.3cm、重さ61.5g、石質:凝灰岩、SK11

31 銭貨 外径25.4mm、内径18.2mm、内郭外径8.5mm、内郭内径6.8mm、外縁厚1.1mm、文字面厚0.8mm、重さ2.2g、元豊通寶、北宋、初鋳年1078、SK11

32 土鍋 － 《6.0》 － 暗褐色 普通 石英、雲母、角閃石、砂粒 破片 SK12

33 須恵･甕 － － － 暗灰色 普通 石英、長石、片岩、黒色粒 破片 SK13･14、外面平行叩き、
内面青海波叩き、末野

34 カワラケ － 《1.2》 － 灰褐色 やや悪 雲母、（精良） 破片 SK15

35 土鍋 － 《3.9》 － 暗灰褐色 普通 石英、雲母、微砂粒 破片 SK15

36 擂鉢 － 《4.8》 （9.2） 黒色 不良 石英、雲母、黒色粒（粗い） 図示30% SK15、瓦質

37 須恵･甕 － － － 灰黒色 良好 石英、長石、チャート 破片 SK15、末野

38 カワラケ （8.8） （1.8） （4.5） 橙褐色 普通 微砂粒 55% SK16、内面に油煙付着

39 土師･小型甕 － 《2.4》 － 黄橙色 普通 石英、チャート、角閃石 破片 SK16

40 土鍋 － 《6.2》 － 黒褐色 やや悪 長石、雲母、角閃石、砂粒 破片 SK16

41 土鍋 － 《1.7》 － 暗赤褐色 普通 石英、長石、雲母 破片 SK16、土師質

42 土師･甕 － 《5.3》 － 灰橙褐色 普通 石英、砂粒、（粗い） 破片 SK17

43 銭貨 外径23.5mm、内径19.0mm、内郭外径9.0mm、内郭内径6.0mm、外縁厚1.45mm、文字面厚1.1mm、重さ2.7g、景祐元寶、北宋、初鋳年1034、SK18

44 不明鉄製品 長さ6.6cm、幅3.1cm、厚さ0.5cm、重さ23.8g、三角状で湾曲、SK18

45 土鍋 － 《6.7》 － 黒色 普通 石英、角閃石、雲母、片岩 破片 SK19、瓦質

46 銭貨 外径24.8mm、内径20.0mm、内郭外径8.1mm、内郭内径7.0mm、外縁厚1.1mm、文字面厚0.7mm、重さ3.0g、洪武通寶、明、初鋳年1367、SK19

47 銭貨 外径22.3mm、内郭内径7.1mm、外縁厚1.0mm、文字面厚1.2mm、重さ2.2g、無文銅銭、SK19

48 銭貨 外径23.2mm、内郭内径7.0mm、外縁厚1.2mm、文字面厚1.1mm、重さ2.8g、無文銅銭、SK19

49 土鍋 － 《5.1》 － 黒色 普通 石英、長石、雲母、片岩 破片 SK20、瓦質

50 土鍋 － 《4.8》 － 灰色 普通 石英、片岩、雲母 破片 SK20、瓦質

51 磨り石 長さ13.0cm、幅3.7cm、厚さ4.1cm、重さ252g、石質･安山岩、SK20

52 カワラケ － 《0.6》 － 橙褐色 普通 赤色粒、微砂粒 図示20% SK21･25･26

53 青磁碗 － 《2.7》 － 淡緑色 普通 緻密 破片 SK22

54 長石釉小皿 － 《1.3》 － 乳白色 普通 精良 破片 SK22、瀬戸･美濃

55 銭貨 外径25.0cm、内径21.0cm、内郭外径8.2cm、内郭内径6.8cm、外縁厚1.2cm、文字面圧1.1cm、重さ2.5g、大観通寶、北宋、初鋳年1107、SK22

56 土師･坏 － 《3.0》 － 黄橙色 普通 石英、角閃石、微砂粒 破片 SK22･23

57 土師･鉢 － 《2.9》 － 灰褐色 普通 石英、長石、片岩 破片 SK22･23

58 須恵･高台付盤 － 《1.9》 （7.6） 灰色 良好 石英、長石、黒色粒 図示15% SK22･23、末野

59 須恵･坏 － 《1.3》 （6.5） 灰色 普通 石英、長石 図示10% SK22･23、末野

60 須恵･横瓶 － － － 灰黒色 普通 石英、片岩、白色粒 破片 SK22･23、外面平行叩き後
回転ナデ、末野

61 カワラケ － 《1.4》 － 灰褐色 普通 微砂粒 破片 SK22･23

62 カワラケ － 《1.2》 （6.6） 茶褐色 普通 石英、角閃石、雲母、黒色粒 図示20% SK22･23

63 カワラケ － 《1.4》 （4.8） 灰黄橙色 普通 精良 図示30% SK22･23

64 土鍋 － 《1.8》 － 黒褐色 普通 石英、黒色粒 破片 SK22･23、瓦質

65 銭貨 外径25.3mm、内郭内径6.0mm、外縁厚1.4mm、文字面厚1.4mm、重さ2.9g、無文銅銭、SK23

66 銭貨 外径24.0mm、内径19.2mm、内郭外径8.0mm、内郭内径6.0mm、外縁厚1.1mm、文字面厚0.8mm、重さ2.3g、太平通寶、北宋、初鋳年976、SK28

67 カワラケ （11.6） 《2.6》 － にぶい橙褐色 普通 雲母、赤色粒、微砂粒 図示25% SK31

68 土鍋 － 《4.7》 － 灰黒褐色 やや悪 石英、長石、黒色粒 破片 SK31、瓦質

69 高台埦 － 《1.3》 （2.3） 灰赤褐色 普通 石英、赤色粒 図示25% SK31、土師質土器

70 土鍋 － － － 黒褐色 普通 微砂粒 破片 SK31、瓦質

71 須恵･平瓶？ （5.0） 《5.5》 － 暗灰色 普通 石英、長石、黒色粒 図示30% SK33、末野
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第38図　１号掘立柱建物跡出土遺物実測図

中小宮遺跡

ピット･グリット出土遺物

　調査区内において検出された単独ピット及び遺構に

伴わずに出土した遺物について記述する。

　ピット２からはカワラケ（第39図No１・２）が２点

出土した。口径7.0 ～ 7.5cm、器高2.3 ～ 2.5cmで小形

のカワラケである。ピット３から土師器皿（No３）が、

ピット６からカワラケ、香炉、擂鉢、古銭が出土した。

カワラケ（No４は口径と底径に差があり、口縁部が大

きく開くタイプである。香炉（No５）は土師質で撚土

の三足がつく。古銭（No７）は北宋銭で天聖元寶であ

る。出土した土器類は、ピット３の土師器皿を除き15

世紀中頃のものと考えられる。

　その他の出土遺物は遺構に伴わないものである。敲

石（第40図No１）はスタンプ状の石器で被熱している。

打製石斧（No２）は頁岩製の短冊形打製石斧で先端部

が欠損している。（No３～５）は縄文土器で中期の深

鉢の破片と思われる。

１号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器　種 口径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備　　考

1 土師･坏 （9.4） （2.4） － 明橙色 普通 石英、長石、角閃石 図示10% P-１

2 土師･坏 （11.2） 《2.2》 － 橙色 普通 石英、角閃石 図示10% P-１

3 土師･甕 － 《2.8》 － 橙褐色 普通 砂粒 破片 P-１

4 土師･坏 － 《1.8》 － 灰茶褐色 やや悪 石英、長石、角閃石、微砂粒 破片 P-２

5 土師･台付甕 － 《3.9》 － 灰赤褐色 普通 石英、長石、角閃石、微砂粒 図示70% P-２

4
5 6

7

1 2
3

54

1 2
3

0 10cm

第39図　ピット出土遺物実測図
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第39図　ピット出土遺物実測図
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第39図　ピット出土遺物実測図



― 52 ―

中小宮遺跡

ピット出土遺物観察表

番号 器　種 口径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備　　考

1 カワラケ 7.5 2.3 4.9 橙褐色 普通 長石、雲母、黒色粒、赤色粒 90% P-２

2 カワラケ （7.0） 2.5 4.8 灰赤褐色 普通 長石、雲母、黒色粒、赤色粒 70% P-２、歪みあり

3 土師･皿 （17.8） （2.6） － 橙褐色 普通 石英、長石、角閃石、砂粒 図示20% P-３上層

4 カワラケ （11.2） 2.8 （5.5） 暗橙褐色 普通 石英、雲母、赤色粒 30% P-６

5 香炉 － 《2.5》 8.8 褐色 普通 雲母、赤色粒、砂粒 図示55% P-６、撚土三足、土師質

6 擂鉢 － － － 褐色 普通 石英、長石、黒色粒 破片 P-６、土師質

7 銭貨 外径24.5mm、内径21.0mm、内郭外径9.3mm、内郭内径7.4mm、外縁厚1.4mm、文字面厚0.8mm、重さ2.5g、天聖元寶、北宋、初鋳年1023、P-６

石器・縄文土器観察表

番号 器　種 口径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備　　考

1 敲石 長さ10.3cm、幅7.1cm、厚さ4.5cm、重さ498g、石質･安山岩、SK１、被熱

2 打製石斧 長さ 7.4cm、幅3.7cm、厚さ2.2cm、重さ67.2g、石質･頁岩、SK４･５

3 深鉢 － － － にぶい橙褐色 普通 石英、長石、雲母、砂粒 破片 SK16、縄文

4 深鉢 － － － にぶい橙褐色 普通 微砂粒 破片 SK16、縄文

5 深鉢 － － － にぶい橙褐色 普通 石英、長石、雲母、砂粒 破片 P-１、縄文･加曾利E式

1 

2

3
4

5

0 10cm

第40図　出土遺物実測図第40図　石器・縄文土器実測図
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第41図　庁鼻和城跡範囲と調査地点位置図（Ｓ＝１／ 10,000）

庁鼻和城跡

５．庁鼻和城跡５次調査

①　発掘調査の経過

　庁鼻和城跡は、福川右岸の台地縁辺部より南に１km

ほどの櫛引台地上にある臨済宗南禅寺派の古刹国済寺

の境内を中心に、東西約650ｍ、南北約550ｍの範囲で

立地する。庁鼻和城は国済寺の創建年代である康応２

（1390）年以前に深谷の地域に入ってきた関東管領山

内上杉氏一族の上杉憲英によって築城されたといわ

れ、康正２（1456）年に上杉房憲によって築かれる深

谷城に移るまでの深谷上杉氏の拠点とされている。

　庁鼻和城跡の範囲内には物見櫓跡や土塁、起点など

の伝承地があり、城跡は市指定史跡になっている。城

跡の中心に位置する国済寺の境内には、県指定旧跡上

杉憲英墓のほか、深谷市指定史跡の上杉氏歴代墓の石

塔類がある。また、寺の境内北側には土塁の痕跡が残っ

ている。

　遺跡内では、国済寺を中心に４回の発掘調査が行な

われている。昭和61年に行なわれた１次調査では、国

済寺本堂の西側から中世の土坑と柱穴列が確認されて

いる。平成４年に行なわれた２次調査では、国済寺本

堂の北側から近世の土坑、溝跡や掘立柱建物跡が確認

されている。また、平成５年に行なわれた３次調査で

は、国済寺の西側から中世の溝跡、井戸跡、土坑が確

認されている。最も広い範囲が調査された平成10年の

４次調査では、国済寺の北側から堀跡、溝跡、掘立柱

建物跡、土坑が確認されている。この調査では境内の

土塁痕跡の外側にあたる場所から東西方向の堀跡が発

見されている。以上のような過去の調査から、中世か

ら近世にかけての遺跡であることが判明しているが、

城跡と関連する遺構は４次調査で発見された堀跡で、

そのほかの遺構は城跡よりも国済寺に関係すると考え

られる。

　５次調査である今回の調査は、庁鼻和城跡範囲内で

は初めての国済寺南側の調査である。本調査地におけ

る遺跡の遺存状況は、一部に撹乱が残るものの現地表

面から遺構確認面までの深さが深いこともあり概ね良

好である。

●

第41図　庁鼻和城跡範囲と調査地点位置図
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庁鼻和城跡

②　遺構と遺物

　今回の調査では、近世の土坑７基とピット群が検出

された。

・土坑

第１号土坑

　調査区中央に位置し、第２号土坑、攪乱と切り合う。

平面形は楕円形で長径153cm、短径145cmを測る。確認

面からの深さは33cmである。出土遺物はない。

第２号土坑

　調査区中央に位置し、第１号土坑と切り合う。平面

形は楕円形で長径111cm、短径93cmを測る。確認面か

らの深さは約10cmである。焙烙片、瓦片が出土した。

第３号土坑

　調査区中央に位置する。ピットと切り合う。平面形

は楕円形で長径120cm、短径114cmを測る。断面形態は

椀状である。確認面からの深さは35cmである。かわら

け片（第44図－１）、陶器片、鉄製品（第44図－６）

が出土した。

第４号土坑

　調査区中央に位置する。ピット、風倒木痕と切り合

い、風倒木痕の影響が壁の一部や底面にまで及んでい

る。掘りあがりの平面形は楕円形で長径165cm、短径

130cmを測る。確認面からの深さは45cmである。焙烙

片（第44図－２）、陶器片（第44図－３）、磁器片、か

わらけ片（第44図－４）が出土した。

第５号土坑

　調査区西側に位置する。ピットと切り合う。平面形

は楕円形で長径145cm、短径137cmを測る。確認面から

の深さは６cmで、断面形態は皿型である。焙烙片、陶

器片が出土した。

第６号土坑

　調査区南西に位置する。調査区外へ続くため、調査

できたのは一部である。ピットと切り合う。調査範囲

における長径は75cm、短径は60cmである。確認面から

の深さは46cmである。出土遺物はない。

第７号土坑

　調査区南東に位置する。攪乱、ピットと切り合う。

調査範囲における長径は110cm、短径は50cmである。

確認面からの深さは９cmである。出土遺物はない。

・ピット群（第42図）

　ピットは、46確認された。それぞれの深さをピット

観察表にまとめたので参照されたい。ピットからの出

土遺物はない。

・その他

　表土剥ぎ、遺構確認の際に瓦片、瓦質土器片、焙烙

片、陶器片、磁器片、磁器染付（第44図－５）が出土

した。

ピット観察表(cm)

Ｐ１ 22 Ｐ１１ 9 Ｐ２１ 6 Ｐ３１ 29 Ｐ４１ 5

Ｐ２ 10 Ｐ１２ 4 Ｐ２２ 21 Ｐ３２ 11 Ｐ４２ 10

Ｐ３ 25 Ｐ１３ 12 Ｐ２３ 13 Ｐ３３ 21 Ｐ４３ 6

Ｐ４ 34 Ｐ１４ 13 Ｐ２４ 6 Ｐ３４ 11 Ｐ４４ 18

Ｐ５ 23 Ｐ１５ 25 Ｐ２５ 9 Ｐ３５ 17 Ｐ４５ 16

Ｐ６ 19 Ｐ１６ 13 Ｐ２６ 13 Ｐ３６ 13 Ｐ４６ 41

Ｐ７ 22 Ｐ１７ 10 Ｐ２７ 13 Ｐ３７ 19 　

Ｐ８ 24 Ｐ１８ 8 Ｐ２８ 6 Ｐ３８ 26 　

Ｐ９ 14 Ｐ１９ 13 Ｐ２９ 17 Ｐ３９ 26 　

Ｐ１０ 13 Ｐ２０ 18 Ｐ３０ 20 Ｐ４０ 13 　
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第42図　庁鼻和城跡第５次調査全測図（Ｓ＝１／ 60）

庁鼻和城跡
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第43図　土坑群実測図

庁鼻和城跡
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第44図　出土遺物実測図

庁鼻和城跡

③　まとめ

　今回の調査は、庁鼻和城跡の範囲内では過去に調査

が行われている国済寺周辺よりも南側の調査であった。

調査で確認されたのは近世以降の遺構で、庁鼻和城跡

に関連する中世の遺構を確認することはできなかっ

た。現在まで今回の調査地よりも南側で何度か試掘・

確認調査を行っているが、遺構が確認されていないこ

とから、国済寺よりも南側には城跡の範囲が広がらな

いことも考えられる。今後の周辺の調査をまちたい。

　参考文献

澤出晃越『庁鼻和城跡』埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘

調査報告書第15集、1987

栗山欣一・針谷浩一・渡政和

　　　　｢中世石造遺物調査（４）深谷上杉氏関連の

宝篋印塔｣『研究紀要』第12号、埼玉県立歴

史資料館、1990

古池晋禄『深谷市内遺跡Ⅴ』埼玉県深谷市埋蔵文化財

発掘調査報告書第37集、1993

古池晋禄『庁鼻和城跡（第３次）』埼玉県深谷市埋蔵

文化財発掘調査報告書第38集、1993

古池晋禄『庁鼻和城跡（第４次）』埼玉県深谷市埋蔵

文化財発掘調査報告書第59集、1999

出土遺物観察表

番号 器種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 色調 焼成 胎土 残存率 備考

１ かわらけ (10.0) 1.7 ― 暗灰色 普通 白色粒子・黒色粒子・赤色粒子・角閃石 ５% ＳＫ３

２ 焙烙 ― 残5.2 ― 黒褐色 普通 白色粒子・黒色粒子・角閃石 ５% ＳＫ４No１

３ 緑釉輪禿皿 ― 残2.0 4.0 灰白色 良好 黒色粒子・白色粒子 20% ＳＫ４No２

４ かわらけ ― 残1.0 （6.2） 黄橙 普通 黒色粒子・赤色粒子・雲母 ５% ＳＫ４

５ 磁器染付碗 ― 残4.8 （3.8） 灰白色 良好 黒色粒子 40% 表土

番号 器種 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重さ（ｇ） 残存率 備考

６ 釘？ 8.6 １.3 0.9 破片
ＳＫ３　鉄製、断面は方
形である。

1

2

3 4 5

6

０ 10cm(1/3)

第44図　出土遺物実測図
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Ⅳ　まとめ
茶臼山Ⅱ遺跡

　明治35年（1902）に東京大学人類学教室の坪井小五

郎・八木奘三郎・和田千吉・原田正彦・水谷乙次郎ら

が現地調査をもとに作成した「山河村附近古墳略図」

によれば、茶臼山附近には当時16基の古墳が存在した

という。また、「上稲荷塚」と呼ばれる古墳は周囲約

74ｍの規模であること、「下稲荷塚」から人物埴輪・

馬形埴輪・家形埴輪などが出土したこと、各古墳の主

体部については横穴式石室と石室をもたないものがあ

ること、などが記されている。「下稲荷塚」は、先の

略図による位置関係から現在茶臼山２号墳と呼ぶ古墳

であると想定される。

　今回調査したのは、２号墳の西方75ｍの地点に位置

する１号墳である。調査により古墳の周溝を検出した。

狭い範囲の調査であったため、古墳全体の規模の想定

は困難であった。周溝内からは、人物埴輪・馬形埴輪・

円筒埴輪の破片が出土した。

愛宕山古墳確認調査

　今回、古墳の北部と南西部の隣接する畑地において

４本のトレンチ調査を実施した。各トレンチからは、

明確な遺構は確認できなかった。ただし、遺構確認面

まで浅く、この面まで耕作が達していたことから、旧

表土も残存していなかった。

　本古墳は、一辺37ｍ、高さ5.5ｍを測る方墳である。

従来から埴輪をもたない終末期の古墳と推定されてき

た。該期にみられる不規則で浅い周溝であれば、この

耕作により撹乱されてしまった可能性も否定できな

い。

　なお、トレンチの墳丘下部から瓦が数点出土した。

いずれも近世の所産と考えられ、墳丘上に鎮座する愛

宕神社に関連する遺物と想定される。

熊野遺跡164次調査

　狭小な調査なため、竪穴住居跡１軒と土坑１基の検

出であった。土師器・須恵器と鉄鏃などが出土し、７

世紀第４四半期と考えられる。

　住居跡は１辺４ｍほどの規模で、北壁にカマドをも

つ。また南壁中央には1.3ｍほどの張り出しをもつ。

この中央にはピットも存在することから出入りの施設

と推測される。しかしながら、これまで166次に及ぶ

調査により720軒を超える竪穴住居跡を検出したが、

こうした施設をもつのは３軒確認されているのみであ

る。出入りのためにあえて張り出しを構築する必然性

が判明せず、また張り出しを持つ以外には他の住居跡

群との特殊性は見られない。今後の詳細な検討が必要

である。

中小宮遺跡

　遺跡内では、これまで個人住宅建築に先立ち確認調

査を実施してきたが、遺構を確認することはなく、遺

跡の詳細は不明であった。よって今回が初の発掘調査

となった。

　多数の土坑が重複して検出された。土鍋や擂鉢とと

もに古銭やカワラケが出土しており、北宋銭を主体に

明銭も含まれる。中世には調査区一帯が墓域だったこ

とが想定される。また仏具である鉄釉花瓶や火舎の破

片も出土しており、周辺に仏教施設が存在した可能性

も指摘される。

　また、掘立柱建物跡も検出された。一部のみの調査

ではあったが、柱穴から８世紀前半の土師器片が出土

している。建物の時期も同時期かそれ以前の近い時期

が想定されている。

庁鼻和城跡５次調査

　今回の調査は、過去に調査が行われている国済寺周

辺よりも南側の調査であった。確認されたのは土坑７

基とピット群である。出土したのは陶磁器やかわらけ・

焙烙などであり、これらの年代観から近世以降の遺構

と考えられる。

　庁鼻和城は、築城年代は不明であるが、深谷上杉氏

の居城として築かれた。深谷上杉氏が深谷城（1456年

築？）を居城とした後は廃城となり、城跡に深谷上杉

氏の菩提寺として国済寺が建立された。

　今回の調査地点周辺は、過去の試掘・確認調査でも

中世の遺構が確認されていないことから、国済寺より

も南側には城跡の範囲が広がらない可能性が指摘され

ている。




